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季 刊 誌 Ｃ Ｅ Ｌ ４ ９ 号

「 Ｃ Ｅ Ｌ か ら の メ ッ セ ー ジ 」

大 阪 ガ ス   エ ネ ル ギ ー ・ 文 化 研 究 所 副 所 長

                                      安 達   純

　 経 済 不 況 が 深 刻 化 し 、 暗 く て 長 い ト ン ネ ル の 出 口

は な か な か 見 え て こ な い 。 そ ん な 状 況 に 影 響 さ れ て

か 、 「 人 間 像 」 や 「 社 会 像 」 あ る い は 「 文 化 」 に 関

す る 論 議 も 低 迷 し て い る 。 し か し 、 こ の よ う な 時 に

こ そ 長 い 目 で 、 大 阪 を 、 そ し て 「 都 市 」 と い う 存 在

と 、 そ こ に 生 き る 人 間 ・ 社 会 ・ 文 化 の あ り 方 を 問 う

こ と が 大 切 な の で は な い か 。こ う し た 問 題 意 識 か ら 、

大 阪 市 立 大 学 経 済 学 部 と Ｃ Ｅ Ｌ が 協 力 し て 、 学 生 と

一 般 社 会 人 の た め の 公 開 講 座 「 未 来 都 市 を 語 る ― 生

活 ・ 文 化 ・ 環 境 と 経 済 社 会 」 を 開 催 す る こ と に な っ

た 。 ４ 月 か ら ７ 月 半 ば ま で の 約 ３ ケ 月 間 、 府 下 杉 本

町 の 大 阪 市 立 大 学 キ ャ ン パ ス 内 で 行 わ れ る 当 講 座 は 、

毎 回 ２ ０ ０ 名 を 越 え る 熱 心 な 聴 講 生 で 活 況 を 呈 し て

い る 。

  大 阪 市 立 大 学 と Ｃ Ｅ Ｌ の 二 人 三 脚 を 実 現 さ せ た の

は 、 地 域 活 性 化 へ の 熱 い 思 い で あ る 。 地 元 と の 関 係

を 大 切 に し 、 開 か れ た 大 学 で あ る こ と を 創 学 以 来 の

伝 統 と す る 大 阪 市 立 大 学 は 、 経 済 学 部 が 今 年 で 創 立

５ ０ 周 年 を 迎 え た 。 本 公 開 講 座 は 、 そ の ５ ０ 周 年 記
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念 事 業 の 一 環 と し て 行 わ れ る も の で あ る 。 一 方 、 Ｃ

Ｅ Ｌ に と っ て は 、 １ ０ 周 年 を 兼 ね た １ ２ 周 年 記 念 事

業 で あ る 。 Ｃ Ｅ Ｌ の ５ 周 年 に は 、 ジ オ ・ カ タ ス ト ロ

フ ィ 研 究 と い う 賑 や か な 記 念 事 業 を 行 っ た が 、 １ ０

周 年 は 阪 神 大 震 災 で 記 念 事 業 を 見 合 わ せ 、 今 回 １ ２

周 年 事 業 と し て 行 う も の で あ る 。

  本 講 座 の 狙 い は 次 の ２ 点 で あ る 。 第 一 に 、 経 済 の

活 性 化 だ け で な く 、 文 化 、 生 活 、 エ ネ ル ギ ー ・ 環 境

な ど 、 さ ま ざ ま な 角 度 か ら 、 ２ １ 世 紀 の 都 市 の あ り

姿 に つ い て 検 討 を 加 え る こ と 。 第 二 に 、 そ の 「 都 市

の あ り 姿 」 に ど の よ う に し て 至 る か と い う 過 程 を 少

し で も 明 ら か に す る こ と で あ る 。

  そ こ で 、 講 師 陣 も 多 彩 な 顔 ぶ れ と な っ た 。 登 壇 順

に 講 師 と 演 題 を 敬 称 略 で ご 紹 介 す る と 、 「 文 学 か ら

見 た 大 阪 、 大 阪 人 」 難 波 利 三 （ 直 木 賞 作 家 ） 、 「 だ

ん だ ん 畑 の あ る 団 地 － 都 市 ・ 環 境 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ ・

文 化 の ゆ く え 」橋 本 敏 子（ 生 活 環 境 文 化 研 究 所 所 長 ）、

「 ア ー バ ン ア ー ト と 都 市 生 活 」今 井 祝 雄（ 造 形 作 家 ・

成 安 造 形 大 学 助 教 授 ） 、 「 エ ネ ル ギ ー ・ 環 境 と 経 済

社 会 」 領 木 新 一 郎 （ 大 阪 ガ ス （ 株 ） 取 締 役 会 長 ） 、

「 Ｎ Ｐ Ｏ と ２ １ 世 紀 の 社 会 」 早 瀬 　 昇 （ 大 阪 ボ ラ ン

テ ィ ア 協 会 事 務 局 長 ） 、 「 茶 道 の 心 、 哲 学 」 千 　 宗

室 （ 茶 道 裏 千 家 家 元 ） 、 ｢ 大 交 流 時 代 の 到 来 と 観 光 産

業 ｣ 石 森 秀 三 （ 国 立 民 族 学 博 物 館 教 授 ） 、「 都 市 開 発

と ア ー ト 性 、 賑 わ い 」 橋 本 　 固 （ （ 株 ） 大 阪 防 水 建
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設 社 取 締 役 副 会 長 ） 、 「 演 劇 の 世 界 と 集 客 都 市 」 河

内 厚 郎 （ 演 劇 評 論 家 、 プ ロ デ ュ ー サ ー ） 、 「 豊 か な

都 市 環 境 と 建 築 、 自 然 」 遠 藤 剛 生 （ 建 築 家 ） 、 「 企

業 、市 民 と 文 化 都 市 の 形 成 」古 舘 　 晋（ Ｃ Ｅ Ｌ 所 長 ）、

「 世 界 の 都 市 開 発 と 大 阪 、 関 西 」 大 久 保 昌 一 （ 大 阪

大 学 名 誉 教 授 ） 、 そ し て 「 総 括 講 義 」 福 原 宏 幸 （ 大

阪 市 立 大 学 経 済 学 部 助 教 授 ） 、 な ら び に 締 め く く り

と し て の シ ン ポ ジ ウ ム で あ る 。

  こ う し た 錚 錚 た る 講 師 陣 が 、 理 論 も さ る こ と な が

ら 、 実 践 に 重 き を 置 い た 問 題 提 起 を 行 い 、 そ れ が 起

爆 剤 と な っ て 、 「 関 西 こ こ に あ り 」 「 関 西 文 化 こ こ

に あ り 」と い う 旋 風 が 巻 き 起 こ る こ と を 期 待 し た い 。

  な お 、 最 終 日 （ 7 月 １ ０ 日 （ 土 ） １ 時 ３ ０ 分 ～ ４

時 ） に 行 わ れ る 総 括 講 義 な ら び に シ ン ポ ジ ウ ム に つ

い て は 、 こ れ ま で に 申 し 込 ん で お ら れ な い 方 で も 聴

講 が 可 能 で あ る 。 も し ご 希 望 の 方 が あ れ ば 、 大 阪 市

立 大 学 経 済 学 部  教 務 係（ T e l  0 6 - 6 6 0 5 - 2 2 5 3 ）ま で ご

連 絡 い た だ き た い 。 ま た 、 後 日 、 講 義 内 容 を １ 冊 の

本 に ま と め て 出 版 し 、 聴 講 生 以 外 の 方 に も ご 覧 い た

だ け る よ う に す る 予 定 で あ る 。

以 上


